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全
国
知
事
会
長
選

京
都
府
知
事
４
選

無
投
票

任
期
満
了
に
伴
う
全
国
知
事

会
長
選
は
羽
日
、
、
候
補
者
推
薦

が
締
め
切
ら
れ
た
。
現
職
の
山

田
啓
一
、
一
京
都
府
知
事
以
外
に

推
薦
が
な
く
、
無
投
票
で
４
期

目
の
続
投
が
決
ま
っ
た
。
裂
月

法
の
姿
勢
を
、
強
く
危
倶
す
る
。

関
西
電
力
高
浜
原
発
３
，
４
号
機

（
福
井
県
高
浜
町
）
の
運
転
を
差
し

止
め
た
昨
年
８
月
の
大
津
地
裁
の
仮

処
分
に
つ
い
て
、
大
墜
暴
は
関
電

の
抗
告
を
認
め
て
取
り
消
す
決
定
を

し
た
。
地
裁
の
判
断
か
ら
一
転
、
東

京
電
力
福
島
第
１
原
発
事
故
後
に
策

定
さ
れ
た
原
子
力
規
制
委
員
会
の
新

規
制
基
準
の
合
理
性
を
認
め
、
そ
の

「
倉
但
を
根
拠
に
高
浜
原
発
を
安

全
と
結
論
づ
け
た
心

福
島
の
事
故
は
「
発
生
や
そ
の
後

の
基
本
的
な
事
象
は
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
」
と
し
、
教
訓
を
踏
ま
え
た

新
基
準
は
「
最
新
の
科
学
的
、
技
術

国
の
原
子
力
政
策
に
追
随
し
、
電
的
知
見
に
基
づ
い
て
策
産
さ
れ
て
蝮
直
下
の
撮
影
が
か
な
っ
た
段
階
に
は
、
半
径
坦
口
圏
だ
け
で
も
福
井
、
急
ぐ
。
だ
が
へ
高
浜
原
発
で
は
１
月

力
会
社
の
主
張
を
う
の
み
に
す
る
司
・
い
る
た
め
、
そ
れ
を
ク
リ
ア
し
た
原
す
ぎ
ず
か
汚
染
水
対
策
の
め
ど
も
立
京
都
『
滋
賀
の
８
府
県
皿
市
町
に
及
に
ク
レ
ー
ン
倒
壊
事
故
が
起
き
る
な
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だ
Ｐ
知
事
会
長
に
引
き
続
き

全
力
で
取
り
組
む
」
と
表
明
。

人
口
減
少
や
東
京
一
極
集
中

の
是
正
が
最
大
の
課
題
で
「
新

し
い
地
方
自
治
、
活
性
化
手
法

．
に
つ
い
て
、
夏
ま
で
に
大
胆

な
提
案
を
し
た
い
」
と
意
欲
を

示
し
た
。

知
事
会
長
選
は
、
５
人
以
上

の
推
薦
を
得
た
知
事
が
候
補
者

と
な
る
仕
組
み
。
知
事
会
に
よ

発
は
安
全
、
と
の
論
理
だ
。
国
や
関

電
の
言
い
分
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ

た
判
断
は
あ
ま
り
に
安
易
で
、
住
民

の
不
安
を
置
き
去
り
に
し
て
お
り
、

失
望
と
懸
念
を
禁
じ
得
な
い
。
万
が

一
へ
の
想
像
力
に
欠
け
、
新
た
な
安

全
神
話
を
生
む
こ
と
を
憂
慮
す
る
。

６
年
た
っ
て
も
福
島
の
事
故
の
検

証
は
途
上
に
あ
る
℃
よ
う
や
く
原
子

識

社説１
年
し
か
な
い
と
理
解
Ｕ
で
も

ら
っ
て
い
る
」
と
説
明
Ｑ
次
期

知
事
選
へ
出
馬
す
る
か
ど
一
つ

か
に
関
係
な
く
、
当
面
は
知
事

会
長
を
引
き
受
け
る
こ
と
に

し
た
。
・

関
係
者
に
よ
る
と
、
今
回
の

会
長
選
に
は
別
の
知
事
も
出

馬
を
模
索
。
た
だ
、
知
事
会
は

人
口
や
財
政
事
情
が
異
な
る

大
都
市
、
地
方
の
意
見
を
調
整

っ
て
い
な
い
。
大
津
地
裁
は
、
原
因
ぴ
、
住
民
焔
万
人
の
広
域
避
難
体
制
ど
、
安
全
管
理
へ
の
不
安
が
拭
え
な

の
究
明
が
「
道
半
ば
」
で
あ
り
へ
そ
は
整
っ
て
い
な
い
。
避
難
に
関
し
て
い
。
昨
年
、
大
津
地
裁
が
運
転
を
差
・
ゞ

の
状
況
下
で
作
ら
れ
た
新
基
準
に
疑
恥
は
規
制
基
準
の
対
象
で
な
く
、
国
は
し
止
め
る
以
前
に
も
冷
却
水
漏
れ
な
↑

串
團
筥
圭
し
て
い
た
。
規
制
委
自
体
も
計
画
を
自
治
侭
に
任
せ
て
い
る
。
・
こ
ど
の
不
具
合
が
相
次
い
だ
。
事
故
時

「
リ
ス
ク
は
ゼ
ロ
で
は
な
い
」
と
繰
う
し
た
現
状
に
も
か
か
わ
ら
ず
へ
．
一
局
；
の
対
応
拠
点
と
な
る
免
震
重
要
棟
の
：
》
一

り
返
し
て
い
る
。
現
実
か
ら
目
を
背
裁
は
「
改
善
の
余
地
が
あ
る
が
、
取
整
備
を
先
送
り
す
る
な
ど
、
安
全
対
一
一
・
坐
一

け
た
判
断
は
納
得
で
き
な
い
。
り
組
み
の
姿
勢
は
適
切
」
”
と
し
た
。
策
に
も
疑
問
が
残
る
。
再
稼
働
で
電
一
：
“

』
し
か
も
詞
’
一
重
謎
は
住
民
に
、
新
甚
司
法
は
住
民
の
不
安
に
向
き
合
わ
気
料
金
の
引
き
下
げ
を
ア
ピ
ー
ル
す
．
趨

辨
鶏
椴
讓
議
誌
諦
灘
竈
筵
蕊
霊
篭
蕊
憲
霞
？
一

■
△
●
一
一

ｐ
Ｐ
Ｃ
一

た
。
事
実
上
不
可
能
な
要
求
で
提
訴
は
「
想
定
外
」
の
連
続
で
混
乱
を
来
使
用
済
み
核
燃
料
の
処
理
な
ど
解
、
‐
》
↑

も
困
難
に
な
り
か
ね
ず
、
看
過
で
き
す
恐
れ
が
強
い
。
そ
れ
は
福
島
の
事
決
す
べ
き
難
題
は
山
積
じ
て
お
り
、
↓
》
｜

な
い
。
市
民
を
守
る
最
後
の
と
り
で
故
で
身
に
し
み
た
は
ず
だ
。
取
り
組
今
回
の
決
定
イ
コ
ー
ル
国
の
原
発
政
・
侭

で
あ
る
司
法
が
役
割
を
果
た
さ
ず
、
・
む
姿
勢
だ
け
を
見
て
中
身
を
問
わ
な
策
へ
の
「
お
墨
付
き
」
と
は
な
ら
な
茎

責
任
転
嫁
す
る
の
は
許
さ
れ
な
い
。
〃
い
の
は
危
機
意
識
が
低
す
ぎ
よ
う
。
；
い
◎
国
に
は
改
め
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
一

高
浜
原
発
の
避
難
計
画
を
巡
っ
て
決
定
を
受
け
、
関
電
は
再
稼
働
を
〃
●
ｉ
策
の
見
直
し
を
戎
め
た
い
。
牢
．
飛
燕
．
一

原
発
の
新
た
な
安
全
神
話
危
倶
す
る

爵
沸
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欝
握
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．
□
北
朝
壁

守
要
求
で
一

相
は
羽
日
禄

ム
ン
フ
オ
Ⅷ

省
で
会
談
鉦

・
ミ
サ
イ

け
、
国
連
壁

決
議
順
守

る
方
針
で
↑

者
会
見
で
骨

と
説
明
し
毛

で
の
証
人
吟

追
の
可
能

を
差
し
控
一

証
言
を
拒
一

大
阪
府
吾

状
況
を
良
一

で
、
建
築
》

拳■の うた
￥
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